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地理情報科学の教授法の確立
 －大学でいかに効果的にGISを教えるか－
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活動の概要

• 2005年度：GISサーバーの立ち上げ

これまでの自身の取り組みの総括

• 2006年度：自習システムの問題点の抽出

新システムの設計
------＜中間報告＞-------

• 2007年度：学習効果の分析（最終課題の評価）

新システムの開発

• 2008年度：授業でのe-learningの実践

アクセスログの解析

地理情報科学の教授法の確立
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自習システムの問題点
 （地理情報システム特論／空間情報科学）

地理情報科学の教授法の確立

http://wright.sk.tsukuba.ac.jp/.watanabe/01CB321/
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最終課題の結果
 （空間情報科学：2007年）

計画系 工学系 政策系 その他 計

履修放棄 2 0 0 0 2

Level 1 4 0 0 0 4

Level 2 3 5 1 1 10

Level 3 2 3 0 1 6

Level 4 0 4 0 1 5

計 11 12 1 3 27

地理情報科学の教授法の確立
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新システムの設計
 （個別の操作ガイドと課題構成）

地理情報科学の教授法の確立
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新システムの開発
 (http://wright.sk.tsukuba.ac.jp/gis)

地理情報科学の教授法の確立

http://wright.sk.tsukuba.ac.jp/gis/
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教授法の実践
 （空間情報科学：2008年）

E-learningの効果

• 授業（課題説明）への出席率

 が低下した。

• 課題の提出期限が概ね守られ

 るようになった。

• 電子掲示板はほとんど活用さ

 れなかった。

• TAは履修者の顔が見えずアシ

 ストしづらい。

授業評価の結果

地理情報科学の教授法の確立
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最終課題の結果
 （空間情報科学：2008年）

計画系 工学系 政策系 他専攻 計

履修放棄 1 0 0 0 1

Level 1 0 0 0 0 0

Level 2 6 2 1 1 10

Level 3 6 3 2 1 12

Level 4 1 5 1 2 9

Level 5 0 1 1 0 2

計 14 11 5 4 34

地理情報科学の教授法の確立

http://wright.sk.tsukuba.ac.jp/gis
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アクセス時間
 （ログ解析による学習状況）

地理情報科学の教授法の確立

平均：35時間34分／1人

注：第1ランクのみ3分，

他は30分間隔で集計
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曜日別アクセス傾向
 （ログ解析による学習状況）

地理情報科学の教授法の確立
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